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キャリア教育 研修担当者用資料 １ 

研修担当の先生へ 

 ・本資料は、スライド資料を使って研修を行う際の参考にお使いください。 

 ・スライド資料を印刷し、校内研修で配布することは可能ですが、以下の点にご留意く

ださい。 

 

１ キャリア教育とは？ 
スライド 1 

説明原稿例 ・この研修は、このような流れで進めていきます。 

・キャリア教育に関する概要をつかむことを目的

とした研修です。 









１

 

 

スライド２ 

説明原稿例 ・キャリア教育の説明は、A・B のどちらでしょう

か？ 

・正解は A です。 

・では、B は何について説明したものでしょうか？ 

２

 

 

スライド３ 

説明原稿例 ・B は進路指導についての説明です。 

・では、次の質問です。キャリア教育と進路指導

はどこが違うのでしょうか。 

同じような、違うような…先生方はどのように

説明されますか？ 

３

 

 

【研修資料の活用条件】 

研修資料（引用している箇所を除く）は、下記の条件において活用できます。 

  ①出典を明示する。 例：「キャリア教育研修  県立総合教育センター」 

  ②資料全体をそのままの形態で活用する。  
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スライド４ 

説明原稿例 ・この図をご覧ください。キャリア教育は、中学

校と高等学校だけでなく、就学前の幼児の指導

に当たる幼稚園・保育所・認定こども園から含

みます。 

・それに対して進路指導は、学習指導要領上、中

学校（義務教育学校後期課程）及び高等学校（中等

教育学校、特別支援学校中学部及び高等部を含む）

に限定された教育活動であるという点が違いま

す。言い方をかえると、キャリア教育の中に進

路指導が包含されているということです。 

・そのような違いはありますが、キャリア教育と

進路指導のめざすところはほぼ同じです。ただ

し、出口指導としての進路指導、つまり卒業後

の進路選択に向けた指導と、キャリア教育が同

じということではありません。 

４

 

補足事項 ・進路指導の説明を読むことで、進路指導＝出口指導ではないことが分かると同時に、

キャリア教育と「目指すところはほぼ同じ」であることを、先生方に伝えることがで

きます。 

・キャリア教育と進路指導の違いに着目するのは、キャリア教育と進路指導の混同を

防ぐことと、キャリア教育が幼少期からずっと続いていくものであることの理解を

意図しています。 

参考情報 ・狭義の「進路指導」との混同により、特に特別活動において進路に関連する内容が存

在しない小学校においては、キャリア教育が体系的に行われてこなかったという課

題が指摘されてきました。さらに、将来の夢を描くことばかりに力点が置かれ、「働

くこと」の現実や必要な資質・能力の育成につなげていく指導が軽視されていたり

するのではないか、といった指摘もあります。 

出典：小学校キャリア教育の手引き P72（令和４年３月） 

 

スライド５ 

説明原稿例 ・○○教育という言葉、キャリア教育以外にどのよ

うなものがありますか？ 

例：特別支援教育、国際教育、ふるさと意識を醸

成する教育、道徳教育、人権教育、健康教

育・食育、防災教育、情報教育、金融教育 

・では、次の質問です。 

キャリア教育と、様々な○○教育とは、どのよ

うな関係でしょうか？ 

５

 

補足事項 ・この問いは、教育活動におけるキャリア教育の位置付けを考えてもらうことを意図

しています。 
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スライド６ 

説明原稿例 ・多くの先生にとっては、他の多くの○○教育とキ

ャリア教育は並列のような関係で、数多く求め

られる○○教育の一つと捉えられているのでは

ないでしょうか。 

６

 
参考情報 詳細はリーフレット参照 

キャリア教育をデザインする 「今ある教育活動を生かしたキャリア教育」  

－小・中・高等学校における年間指導計画作成のために－（国立教育政策研究所）  

 

スライド７ 

説明原稿例 ・キャリア教育と○○教育の関係を図で表すとこ

うなります。様々な教育活動で育まれる力は、社

会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能

力でもあり、キャリア教育が様々な○○教育の

土台になっていることがわかります。 

・○○教育は、そのねらいや固有に育む力に特化し

たものであるのに対して、キャリア教育は、社会

的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力

を育むものです。この「基盤となる能力」という

のがポイントです。 

・キャリア教育と、いわゆる「○○教育」の多くは、

社会の形成に参画するための力を育成するとい

う点において共通しています。ですからバラバ

ラにとらえるのではなく、学校で取り組んでい

る「○○教育」を生かしながら、キャリア教育を

充実させることができます。 

７

 

補足事項 ・○○教育という名前が付いているものに限らず、あらゆる教育活動がキャリア教育と

つながっていることの具体については、後の 12 と 13 のスライドのところで、基礎

的・汎用的能力を基に考えます。 

 

スライド８ 

説明原稿例 ・次の質問は、「キャリア教育はなぜ必要か」です。 

・キャリア教育の重要性は高まっています。 

例えば、第４期（2023～2027 年度）の教育振興

基本計画においても、体系的なキャリア教育の

充実が求められています。 

・では、キャリア教育はなぜ必要なのでしょうか？ 

 （時間に余裕があれば、近くの人と意見交換） 

８
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補足事項 ・「基盤となる能力を育むものだから必要だ」というのも答えの一つですが、ここでは

キャリア教育が求められる背景を考えることで、キャリア教育の必要性の理解につ

なげます。 

参考情報 教育振興基本計画 

教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）に示された理念の実現と、我が国の教育振興に

関する施策の総合的・計画的な推進を図るため、同法第 17 条第 1 項に基づき政府とし

て策定する計画。（文部科学省） 

 

スライド９ 

説明原稿例 ・Society5.0 という言葉があります。児童生徒が

生きていく社会は、まさに Society5.0 の新たな

社会です。Society5.0 とは、IoT (Internet of 

Things: モノ同士がインターネットを通じて連携

し、新たな価値を生み出す技術)や AI、ロボット技

術が進展し、仮想空間と現実空間の融合と、経

済発展と社会的課題の解決の両立が図られた社

会を意味しています。 

９

 

補足事項 ・児童生徒が社会で活躍する頃の未来を想像した上で、児童生徒に身に付けさせたい

力を考えるために、ここで時代背景を確認しておきます。 

参考情報 ・Society5.0 は我が国が目指すべき未来社会の姿であり、狩猟社会（Society 1.0）、農

耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く新た

な社会です。第 5 期科学技術基本計画（平成 28 年 1 月 22 日閣議決定）において、「サイ

バー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的

課題の解決を両立する人間中心の社会」として Society 5.0 が初めて提唱されました。

第 6 期科学技術・イノベーション基本計画（令和 3 年 3 月 26 日に閣議決定）では、我が

国が目指すべき Society 5.0 の未来社会像を「持続可能性と強靭性を備え、国民の安

全と安心を確保するとともに、一人ひとりが多様な幸せ（well-being）を実現できる

社会」と表現しています。（内閣府） 

 

スライド 10 

説明原稿例 ・また、現代は将来の予測が困難な時代であり、そ

の特徴である変動性、不確実性、複雑性、曖昧性

という英語の頭文字を取って「VUCA」の時代と

もいわれています。児童生徒が社会に出る 10 年

後、20 年後は、さらに将来の予測が困難な時代

になっているかもしれません。この VUCA のイ

メージ図は、AI で画像生成したものです。 

・このような予測困難な時代だからこそ、児童生徒

が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通

しながら、社会的・職業的自立に向けて必要な基

盤となる資質・能力を育成することが一層求め

Volatility

Uncertainty

Complexity

Ambiguity Microsoft Copilot

10
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られています。よって、キャリア教育は、予測困

難な時代においてさらにその必要性が高まって

いるといえます。 

・この時代背景を意識することが、自校のキャリア

教育を考えていく上で必要になるのですが、そ

れはどのような場面でしょうか？ 

・それは、児童生徒に身に付けさせたい力を考える

場面です。目の前の児童生徒が働き手となり生

きていく時代や社会でどのような力が必要かを

まず考え、そこから遡るような形で、今身に付け

させたい力を考える必要があります。Society5.0

の社会だからこそさらに重視される力があるか

もしれませんし、Society1.0 から 4.0 の社会でも

必要とされてきた普遍的な力があるかもしれま

せん。 

・ここまでで、キャリア教育の全体像を漠然と掴ん

でもらったところで、キャリア教育の定義を確

認したいと思います。 

補足事項 ・Society5.0 の社会ではどのような力が必要とされるかを考え、意見交換をするのも良

いでしょう。 

 

スライド 11 

説明原稿例 ・キャリア教育の定義の前に、そもそも「キャリア」

という言葉が指す意味が分かりにくいと思われ

ていませんか？一般的には「職業的な経歴」の意

味で使われますが、キャリアの語源は、馬車の轍、

つまり人が歩んできた足跡や道筋です。 

・先生方は、自己紹介をする時に、どのように言い

ますか。○○学校の・・・以外にも、自身を紹介

する要素はたくさんあります。 

・人は、他者や社会との関わりの中で、職業人、家

庭人、地域社会の一員等、様々な役割を担いなが

ら生きており、それら全ての連なりや積み重ねが

キャリアです。職業的な経歴はキャリアの一部分

に過ぎません。 

・そして、一人一人の社会的・職業的自立に向け、

必要な基盤となる能力や態度を育てることを通

して、キャリア発達を促す教育が「キャリア教育」

と定義されています。簡単にいうと、「児童生徒

が将来、社会の中で自分らしく幸せに生きるため

11
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の力」を育む教育ともいえます。 

・また、キャリア発達という言葉も聞きなれないか

もしれません。これは簡単にいうと、「自分らし

い生き方を実現していく過程」となります。 

・ただ、その過程において、社会的・職業的自立に

向け必要な基盤となる能力や態度は、ある年齢に

達すると自然に獲得されるものでしょうか？ 

・児童生徒は発達の段階や発達課題の達成と深く

関わりながら段階を追って発達していきます。学

校だけでなくあらゆる場所で発達が促されるも

のではありますが、学校や教員の働きかけによっ

て、より意図的かつ効果的に育むことができると

考えられます。 

 

スライド 12 

説明原稿例 ・社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる能力

や態度とは具体的にどのような力かを見ていき

ましょう。 

・それらの力は、基礎的・汎用的能力として整理さ

れています。 

（各基礎的・汎用的能力を簡単に説明） 

・これらの力は関わり合っているので、どれかを意

識して引き上げようとすることで、他の力も引

き上げられると考えられます。 

・先に、学校で取り組んでいる「○○教育」を生か

しながら、キャリア教育を充実させることがで

きる、あらゆる教育活動がキャリア教育とつな

がっていると言いましたが、その具体について、

基礎的・汎用的能力から考えてみましょう。 

12

 

参考情報 「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」  

平成 23（2011)年 中央教育審議会（答申） 

 

スライド 13 

説明原稿例 ・先生方が行っている様々な活動には、キャリア

教育として生かせる「宝」がたくさんあります。 

ここでは、既に行っている教育活動をキャリア

教育の視点から振り返ってみましょう。 

・「キャリア教育の視点から…」というと難しく感

じますが、具体的には、「基礎的・汎用的能力の

４つの能力のフィルターを通して」振り返ると

例 ・教育内容に関する「宝」
・指導方法に関する「宝」
・生活や学習の習慣・ルールに関する「宝」
・体験的な活動に関する「宝」

13
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いうことです。 

（時間に応じて、適宜以下の例、もしくは研修

担当者が考えた例を示す） 

・教育内容に関する「宝」でいうと、例えば、社

会科で「過疎化が進み、空き店舗が多い商店街

の活性化プランを構想」する学習内容の場合、

過疎化における課題を見いだし、商店街を取り

巻く状況や、関係する情報を収集・選択し、活

性化プランという課題解決に向けた方策を考え

るわけで、これは学習活動そのものが課題対応

能力にもつながっていると考えられます。 

・指導方法に関する「宝」でいうと、課題に対し

て班で多面的に探究させることはありません

か？これはどの力に結び付きそうですか？班で

協力するという点では人間関係形成・社会形成

能力につながりそうですし、課題の解決に向け

ての取組と考えると、課題対応能力にもつなが

りそうです。 

・生活や学習の習慣・ルールに関する「宝」でい

うと、定期テスト前にテスト計画表を作成する

とか、⾧期休業前に目標や計画を立てるといっ

た取組等をされていませんか？計画的にという

ところではキャリアプランニング能力につなが

りそうですし、自分を客観的に分析するという

点では自己理解・自己管理能力を高めることに

もつながりそうです。 

・体験的な活動に関する「宝」でいうと、様々な

分野の専門家から学ぶ機会を設けることで、そ

の職業を知る機会となり、キャリアプランニン

グ能力を高めることにもつながりそうです。 

・このように、キャリア教育の視点から教育活動

を見直し、今取り組んでいる「○○教育」を生

かしながら、キャリア教育を充実させていきま

しょう。 

補足事項 ・「基礎的・汎用的能力の４つの能力のフィルターを通して」振り返ると、○○教育と

いう名前が付いているものに限らず、あらゆる教育活動とキャリア教育とのつなが

りが見えてきますので、既にあるキャリア教育として生かせる「宝」を洗い出す作

業を校内研修でするのも良いでしょう。 

参考情報 キャリア教育をデザインする「今ある教育活動を生かしたキャリア教育」 

（文部科学省 国立教育政策研究所） 

キャリア教育 校内研修用 PPT 研修担当者用資料 １（兵庫県立総合教育センター） 


